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地域資源の活用

家庭、学校、地域それぞれが孤立化
特に教育の最小単位の家庭の孤立化は危機的状況

• 地域における市民同士の関係性の希薄化
• 核家族化に伴い、家庭教育の情報不足・情報過多
• 父母世代と祖父母世代の価値観の確執
• 親が学校に求める要求の質が高い（社会性育成機能の補填）

現状抱えて
いる課題

・情報の
共有化

・連携
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なぜ訪問型支援が求められているのか？



なぜ訪問型支援が求められているのか？

参加型の家庭教育支援とは
～具体例～
• 家庭教育学級
• 家庭教育講座
• 子育てサロン
• 親子体験学習 等

～目的～
• 家庭教育の学習機会の創出
• 家庭を地域等のコミュニティにつなげる
• 家庭教育の情報提供

参加型の家庭教育支援は保護者が能動的に参加する必要があるため、
近年課題が指摘されるようになってきました。

• 参加者が少ない。特に参加してもらいたい保護者が参加してくれない。
（家庭教育で悩んでいる、課題を抱えている保護者）

課題

参加してくれない保護者に対しては訪問型支援が効果的です。

支援員が
家庭へ訪問す
ることで信頼
関係を構築

地域や子育て
コミュニティで
交流、主体的に
家庭教育の学び

に参加

セミナータイ
プやサロンタ
イプへの参加

子育て経験者と
して支援する側
にまわる

（循環型支援）

訪問時に
家庭教育支援
の情報提供、
関係機関への
橋渡し
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訪問型家庭教育支援による取組 参加型の家庭教育支援



訪問型家庭教育支援の類型化に係るイメージ図


